




１ ロボット用電波利用システムの要求条件及び 
 検討対象候補周波数帯 
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２ 周波数共用の検討方法 
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３ 2.4GHz帯の周波数共用検討結果 
 3-1 各種既存無線システムの概要 

 3-2 周波数共用の検討結果のまとめ 
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移動体衛星通信システムの概要 

3-1-4 移動衛星通信システムの概要 

※ 2.5GHz帯(2500～2535MHz）は、衛星から送信される電波（ダウンリンク）であり、端末受信への干渉影響を検討する。 
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３ 2.4GHz帯の周波数共用検討結果 
 3-1 各種既存無線システムの概要 

 3-2 周波数共用の検討結果のまとめ 
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■共用検討のまとめ（2.4GHz帯） 
  既存システムとの共用検討においては、VICS及び移動衛星端末（受信）において、それぞれ100m及び

500m程度の離隔距離が必要となり、また、無線LAN等との共用を図るためには、運用場所における無
線LANの使用状況を考慮する必要があることから、ロボット用電波利用システム側において、既存無線
システムの運用に配慮することにより、共用は可能と考える。 

  このため、ロボット用電波利用システムにおいては、他の既存無線局の運用に十分に配慮することを
前提として、無線局の免許制を導入するとともに、運用に当たっては電波の知識を有した無線従事者の
配置が望ましい。 

  2.4GHz帯の利用に当たっては、産業科学医療用（ISM）の周波数帯であることを踏まえ、これらの機器
から生じる有害な混信を容認しなければならないこと、また、無線LANや他の既存無線局と隣接又は同

一周波数帯を利用することから、運用場所によっては干渉を受ける可能性もある。 特に上空での利用
においては、コントロール系（機体の制御）での使用を避けるなど、安全性の確保を考慮したシステム構
築や運用を行うことが望ましい。 

  また、使用可能な周波数は限られていることから、ロボット用電波利用システムの免許人間で使用地
域や使用時間等の調整を図ることが望ましい。このため、免許人間における調整を行う仕組み作りが必
要と考えられる。 

  なお、ロボット用電波利用システムについては、IP接続を前提として無線LAN相当の送信スペクトラムマ

スクにより干渉検討を行ったところであるが、当該送信スペクトラムマスクの範囲内に収まるのであれば、
他の無線システムへの干渉程度は同等以下と考えられるため、無線LANの規格相当のものだけでなく、
アナログ無線やデジタル無線等の利用も認めることとする。 
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４ 5.7GHz帯の周波数共用検討結果 
 4-1 各種既存無線システムの概要 

 4-2 周波数共用の検討結果のまとめ 

（※ 無線LANシステムの概要は、3-1でまとめて記述。） 
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29 DSRCシステムの概要 



30 DSRCシステムの概要 



31 DSRCシステムの概要 



■DSRCの周波数配置 

32 DSRCシステムの概要 



■DSRCの諸元 

33 DSRCシステムの概要 



４ 5.7GHz帯の周波数共用検討結果 
 4-1 各種既存無線システムの概要 

 4-2 周波数共用の検討結果のまとめ 
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■共用検討のまとめ（5.7GHz帯） 
  既存システムとの共用検討において、DSRCとの周波数共用を図るためには、100mの離隔距離が必要

となり、また、無線LAN等との共用を図るためには、運用場所における無線LANの使用状況を考慮する

必要があることから、ロボット用電波利用システム側において、既存無線システムの運用に配慮すること
により、共用は可能と考える。 

  このため、ロボット用電波利用システムにおいては、他の既存無線局の運用に十分に配慮することを
前提として、無線局の免許制を導入するとともに、運用に当たっては電波の知識を有した無線従事者の
配置が望ましい。  

  5.7GHz帯の利用に当たっては、一部の周波数帯が産業科学医療用（ISM）の周波数帯であることを踏
まえ、これらの機器から生じる有害な混信を容認しなければならないこと、また、特に無線LANとの隣接

又は同一周波数帯を利用することから、運用場所によっては干渉を受ける可能性もある。 特に上空で
の利用においては、コントロール系（機体の制御）での使用を避けるなど、安全性の確保を考慮したシス
テム構築や運用を行うことが望ましい。 

  ロボット用電波利用システムについては、IP接続を前提として無線LAN相当の送信スペクトラムマスク

により干渉検討を行ったところであるが、当該送信スペクトラムマスクの範囲内に収まるのであれば、他
の無線システムへの干渉程度は同等以下と考えられるため、無線LANの規格相当のものだけでなく、ア
ナログ無線やデジタル無線等の利用も認めることとする。 

  なお、ロボット用電波利用システムについて、複数の周波数の利用を可能とするものの、無線LANと同

一の周波数帯を共用することから、可能な限り干渉の低減を図るため、周波数の使用の優先順位として、
高い周波数から使用することが望ましい。 

４ 5.7GHz帯の周波数共用検討結果  37 



５ 技術的条件 
 5-1 2.4GHz帯ロボット用電波利用システムの技術的条件（案） 

 5-2 5.7GHz帯ロボット用電波利用システムの技術的条件（案） 

 5-3 その他留意事項 

38 











５ 技術的条件 
 5-1 2.4GHz帯ロボット用電波利用システムの技術的条件（案） 

 5-2 5.7GHz帯ロボット用電波利用システムの技術的条件（案） 

 5-3 その他留意事項 

43 
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5-3 その他留意事項 57 

  ロボット用電波利用システムについて、ロボット間の周波数の使用について、免許人間で運用調
整を行う必要があること、また、既存無線局への干渉に配慮した運用が必要であることから、無線
局の免許制度を導入することが望ましい。 

  この場合、無線局の運用に当たっては、電波の知識を有した無線従事者の配置が望ましい。 

○無線局の免許制度を導入 

○無線局の免許簡素化 

  無線局免許の簡素化を図るため、無線設備は、技術基準適合証明制度を利用できるようにする
ことが望ましい。 

【留意事項（2.4GHz帯及び5.7GHz帯共通）】 

  ロボット用電波利用システムは、限られた周波数の有効利用を図るため、使用する周波数や使
用場所・時間等について、免許人間の運用調整を行うことが望ましい。 

  また、既存無線局（免許不要の無線局を含む。）と周波数共用を図るため、使用地域において、
十分に既存無線局への干渉を配慮するとともに、既存無線局からの干渉を許容することを前提と
して運用することとする。 

  なお、ロボット用電波利用システムの運用が既存無線局の運用に著しく、かつ、継続的に干渉を
与える場合には、必要に応じて運用者間の調整や運用調整を行う仕組み作りを行い、電波の利
用環境の維持に努めることが望ましい。 

○運用調整等の実施 


